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第
26
回

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、本紙掲載の催しが急に中止や
延期になる場合があります。開催の可否は事前に担当課または主催者へご確
認ください。また、最新情報は、市のホームページ https://www.city.
omihachiman.lg.jp/ で随時発信しておりますので、ご確認をお願いします。

人口と世帯

総数　82,331 人     ( +  69)
男　　40,460 人     ( + 60)
女　　41,871 人     ( +   9)
世帯　34,516世帯  ( + 80)

令和 3 年 1 月 1 日現在 
                      (    ) は前月比

※外国人住民 (43カ国・地域／ 1,559 人 ) を含みます。

第
26
回

　

高
校
・
大
学
の
受
験
シ
ー
ズ
ン
が

始
ま
り
、
２
月
は
新
し
い
学
校
に
通

う
準
備
の
時
期
と
も
い
え
ま
す
。

　

わ
が
国
で
「
学
校
」
が
で
き
た
の

は
明
治
初
期
で
す
が
、
近
江
八
幡
市

内
に
は
当
時
の
建
物
が
幾
つ
か
残
っ

て
い
ま
す
。

明
治
６
年
（
１
８
７
３
年
）
４

月
１
日
、
当
時
の
蒲
生
郡
八
幡
町
内

に
八
幡
東
学
校
、
八
幡
西
学
校
の
２

校
が
開
校
し
ま
し
た
。
当
初
は
１
校

設
置
の
計
画
で
し
た
が
、
児
童
数
が

多
く
校
舎
が
狭
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、

２
校
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
４
月
10
日
の
開
校
式
に
は
滋
賀

県
大
参
事
（
現
在
の
副
知
事
）
も
列

席
し
ま
し
た
。

校
舎
は
、
八
幡
西
学
校
は
旧
伴

荘
右
衛
門
宅
を
借
り
受
け
、
現
在
の

旧
伴
家
住
宅
に
つ
な
が
り
ま
す
。
一

方
、
八
幡
東
学
校
は
博
労
町
上
の
願が

ん

故こ

じ寺
を
仮
校
舎
と
し
て
出
発
し
ま
し

た
が
、
明
治
９
年
に
新
校
舎
造
営
の

計
画
が
あ
が
り
、
翌
年
４
月
、
為
心

町
元
の
日
牟
禮
八
幡
宮
鳥
居
前
に
擬

洋
風
建
築
の
校
舎
が
完
成
し
ま
し
た
。

校
舎
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
京
阪
地

方
の
学
校
校
舎
の
視
察
を
行
い
、
構

造
を
決
定
し
ま
し
た
。
新
校
舎
開
校

式
に
は
、
滋
賀
県
令
（
現
在
の
県
知

事
）
籠こ

て手
田だ

安や
す
さ
だ定
が
学
務
課
員
を
引

率
し
開
校
式
に
臨
席
し
、
祝
辞
を
朗

読
し
て
、
正
副
区
長
と
建
築
掛
５
人

を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
現
在
、修
復
・

再
建
な
ど
は
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
建
物
は
白
雲
館
と
し
て
継
承
さ
れ

て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
本
市
は
学

校
草
創
期
の
建
築
物
が
、
観
光
し
な

が
ら
内
部
も
見
学
で
き
る
数
少
な
い

地
域
な
の
で
す
。

ま
た
、
明
治
６
年
に
創
立
し
た

近
江
八
幡
市
内
の
学
校
は
こ
の
２
校

の
ほ
か
、
常
楽
寺
村
の
親し

ん
民み
ん
学
校
と
、

江
頭
村
の
至し
せ
い誠
学
校
の
２
校
で
す
が
、

こ
の
う
ち
至
誠
学
校
は
、
改
築
は
さ

れ
て
い
る
も
の
の
現
存
し
ま
す
。
当

初
は
木
造
二
階
建
て
の
校
舎
が
２
棟

あ
り
ま
し
た
が
、
北
里
尋
常
高
等
小

学
校
が
創
立
し
、
至
誠
学
校
が
閉
校

し
た
際
、
移
築
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

残
る
１
棟
は
至
誠
館
と
呼
ば
れ
、
江

頭
町
公
民
館
の
別
館
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
寄
棟
屋
根
の
総
２
階

建
て
の
擬
洋
風
建
築
で
す
。
玄
関
は

円
柱
の
柱
に
む
く
り
屋
根
を
の
せ
、

破
風
板
を
ア
ー
チ
状
に
曲
げ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
む
く
り
屋
根
は
、
安

土
風
土
記
の
丘
に
あ
る
同
時
期
に
建

現在も江頭町公民館の別館として使用されて

いる旧江頭村の至誠学校

て
ら
れ
た
柳
原
学
校
校
舎
（
旧
新
旭

町
に
所
在
）
に
も
み
ら
れ
ま
す
。
内

部
は
見
学
で
き
ま
せ
ん
が
、
１
階
部

分
は
３
室
と
土
間
、
２
階
は
１
室
で

構
成
さ
れ
、
そ
の
前
面
中
央
部
に
は

バ
ル
コ
ニ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
本
市
域
で
は
、

明
治
初
期
の
学
校
建
築
が
４
棟
残
り
、

う
ち
３
棟
は
内
部
も
見
学
で
き
ま
す
。

ま
た
、
市
立
資
料
館
で
は
、
北
里
尋

常
高
等
小
学
校
に
併
設
さ
れ
た
北
里

実
業
補
習
学
校
（
働
く
青
少
年
の
た

め
に
小
学
校
教
育
と
職
能
に
関
す
る

知
識
技
能
を
学
習
す
る
教
育
機
関
）

の
裁
縫
の
先
生
が
所
有
し
て
い
た
裁

縫
・
手
芸
教
材
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
あ
り
ま
す
が
、
感

染
に
気
を
付
け
な
が
ら
、
全
国
有
数

の
教
育
関
係
の
施
設
・
資
料
を
ご
見

学
く
だ
さ
い
。

　
近
江
八
幡
の
学
校
建
築

　
　
現
存
す
る
草
創
期
の
校
舎

八幡東学校として建てられた白雲館（八幡小学校蔵）


